
病院⻑としての断固たる決意 
 
 

令和 8 年 6 ⽉ 1 ⽇付で病院⻑に就任いたしました久⽶春喜です。 
はじめに、昨今の当院における⼀連の事案により、患者さんをはじめ、社会の皆さま、関

係各位に多⼤なるご迷惑とご⼼配をおかけしましたことを⼼よりお詫び申し上げます。当
院に対する信頼を失ってしまった事態を重く受け⽌めており、信頼回復に向けた取り組み
が喫緊の最重要課題という認識の下、病院⻑として粉⾻砕⾝の覚悟で改⾰を断⾏してまい
ります。 

現在、当院では「東京⼤学⼤学院医学系研究科・医学部・医学部附属病院の改⾰に向けた
提⾔」に基づき、ガバナンスの抜本的強化を含む改⾰を進めております。⼤学本部との連携
を⼀層強化し、意思決定の透明性の向上、責任の所在の明確化、コンプライアンス体制及び
リスクマネジメント機能の充実を図りながら、再発防⽌と持続可能な運営体制の構築に取
り組んで参ります。 

また、これまでの改⾰の取り組みと並⾏して、臨床現場に積極的に⾜を運び、若⼿医師を
はじめとする教職員との意⾒交換を⾏ってまいりました。現場の声に真摯に⽿を傾けるこ
とこそが、実効性のある改⾰につながると考えております。今後、双⽅向のコミュニケーシ
ョンを重視した「開かれた病院運営」を⼀層推進してまいります。 

本年 1 ⽉ 28 ⽇に病院⻑事務代理に就任して以来、約 4 か⽉にわたり当院のガバナンス改
⾰に責任を持って取り組んでまいりましたが、当院が置かれている状況は極めて厳しく、こ
の難局において病院⻑職を拝命する責任の重さを⽇々強く感じております。患者さんをは
じめ、社会の皆さま、関係者各位の信頼を真に取り戻すためには、診療・教育・研究の現場
に携わる⽅々が安⼼して活動に邁進できる基盤を速やかに構築することが重要と考えてお
ります。私が本年 4 ⽉ 8 ⽇に当院ホームページで公表いたしました「より開かれた病院運
営を⽬指して」において申し上げましたとおり、患者さん、社会、そして⼤学に関わるすべ
ての⽅々の信頼に応えるため、⼀⼈ひとりが誇りをもって新たな⼀歩を踏み出していくこ
とが⼤切であると考えております。 

私はその先頭に⽴ち、本ガバナンス改⾰をより⼀層加速させ、当院の強みを⽣かしながら、
信頼される医療の提供と世界に誇れる教育・研究の推進を両⽴させ、持続的に発展する病院
の実現に尽⼒してまいります。 

引き続き、皆さまのご理解とご⽀援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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